
海外スタジアム事例

・施設規模 延べ床面積：108,500㎡、竣工2012年 延べ床面積：81,000㎡、竣工1999年 延べ床面積：111,792㎡、竣工1984年 延べ床面積：不明、竣工1998年
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ期間中　80千人 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ期間中　約115千人 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ期間中　約100千人 約8万席
改修後　約54千人 改修後　約83千人（可動席込み） 改修後　約70千人

・施設所有者 ＬＬＤＣ（London　Legacy　Development　Corpoation） Stadium Australia Group ｿｳﾙ市 フランス政府
大ﾛﾝﾄﾞﾝ庁（ＧＬＡ）が100%所有する組織

・施設管理者 VINCI(仏）期間25年のｺﾝｾｯｼｮﾝ Stadium Australia Group Consortium Stade de France

・主な利用 2015年ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ、2017年世界陸上大会予定地 2003年ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ 2015年からｿｳﾙｲｰﾗﾝﾄﾞFCのﾎｰﾑｽﾀｼﾞｱﾑ 1998年ｻｯｶｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ、2007年ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ
2016年よりUK　Athletics利用予定（6月～7月末） ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂ5種類（ｻｯｶｰ、ﾗｸﾞﾋﾞｰﾘｰｸﾞ、ﾗｸﾞﾋﾞｰﾕﾆｵﾝ、 ｻｯｶｰ、陸上、国内外ｱｰﾃｨｽﾄによるｺﾝｻｰﾄ、企業ｲﾍﾞﾝﾄ等 ﾌﾗﾝｽ代表のﾎｰﾑ（特定のｸﾗﾌﾞﾁｰﾑのﾎｰﾑとする予定なし）
2016年よりｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾘｰｸﾞ、ウェストハムの本拠地と ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ、ｸﾘｹｯﾄ）12ﾁｰﾑのﾎｰﾑｽﾀｼﾞｱﾑ 1986年第10回ｱｼﾞｱ競技大会 （多目的ｽﾀｼﾞｱﾑ）ｻｯｶｰ、ﾗｸﾞﾋﾞｰ、陸上、ｺﾝｻｰﾄ、ﾓﾄｸﾛｽ等
なる予定 陸上トラックはなし 陸上ﾄﾗｯｸ有り 陸上は7月に（ｻｯｶｰｵﾌｼｰｽﾞﾝ）開催

・収入・支出 不明 不明
改修を経て、2016年夏に再稼働の予定 ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝを有す。支出不明。

・その他 建設費：約4.3億ﾎﾟﾝﾄﾞ、改修費：約2.7億ﾎﾟﾝﾄﾞ　 建設費:約7.1億豪ﾄﾞﾙ、改修費（総工費）0.8億豪ﾄﾞﾙ
48％）

2000年ｼﾄﾞﾆｰｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾒｲﾝ会場 1988年ｿｳﾙｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾒｲﾝ会場

2012年ﾛﾝﾄﾞﾝｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾒｲﾝ会場 （出典:平成20年度文部科学省調査業務報告書、一般財団法人自治体

（出典:NAOreport/HP/media/Press release等を基に作成） 国際化協会ClairReport　No414、HP等を基に作成）　

・施設規模 延べ床面積：不明、竣工2007年 延べ床面積：151,200㎡、竣工1909年 延べ床面積：122,000㎡（階段工含む）、竣工2006年 延べ床面積：不明、竣工2014年
9万席 82,000席 60,355席 ｻｯｶｰ/ﾗｸﾞﾋﾞｰ：55,000席  ​陸上：50,000席　ｸﾘｹｯﾄ：52,000席

・施設所有者 England　Football　Assciation Rugby Football Union Arsenal Football Club SSC（Singapore Sports Council）

・施設管理者 Wembley　National　Stadium　Ltd.（FA個会社） Rugby Football Union

・主な利用 ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ代表のﾎｰﾑ ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ代表のホーム ﾌﾟﾚﾐｱﾘｰｸﾞ ｱｰｾﾅﾙのﾎｰﾑ（年間30～33日） ｻｯｶｰ/ﾗｸﾞﾋﾞｰ国際試合
ｻｯｶｰ、ﾗｸﾞﾋﾞｰ、ｱﾒﾌﾄ、ｺﾝｻｰﾄ、ﾓｰﾀｰﾚｰｽ等 ﾗｸﾞﾋﾞｰ 80試合 ｺﾝｻｰﾄ年間2回程度 ｻｯｶｰ、ﾗｸﾞﾋﾞｰ、陸上、ｸﾘｹｯﾄ、ｺﾝｻｰﾄ等
全日数２７ｲﾍﾞﾝﾄ程度 その他、ｲﾍﾞﾝﾄ、ｺﾝｻｰﾄ等を開催 全日数30ｲﾍﾞﾝﾄ強程度 ｽﾀｼﾞｱﾑｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞ

その他、ｲﾍﾞﾝﾄ、ｺﾝｻｰﾄ等を開催
・収入・支出 収入約75百万ﾎﾟﾝﾄﾞ（内訳ﾎﾞｯｸｽ席、VIP席約50百万ﾎﾟﾝﾄﾞ） 非公表

支出は非公表
・その他 建設費（2005年改修費）：120億円（南ｽﾀﾝﾄﾞ改修） 事業費：約18億ドル（ｽﾀｼﾞｱﾑ他複合施設含む。）

ﾛﾝﾄﾞﾝ開発庁0.2億ﾎﾟﾝﾄﾞ） 可動式スタンド/可動式屋根/座席空調
2012年ﾛﾝﾄﾞﾝｵﾘﾝﾋﾟｯｸｻｯｶｰ会場

平成２８年１月、ＪＳＣ調べ

ロンドンオリンピックスタジアム(英・ロンドン） ＡＮＺスタジアム（豪・シドニー）

（改修費財源:￡40mLBNewham、￡15mWestHamUnitedFC、￡38.7mGamesPublicSectorFunding

Package、￡1mUKAthletics、￡3.5mLondonMarathonCharitableTrust、￡25mGoverment

BOOT方式で建設、2031年1月にﾘｰｽ契約が終了、州政府に返却

報道によれば2010/11年度で約200万ﾄﾞﾙ、2011/12年度で約670万ﾄﾞﾙ

の損失計上（TheAustralianFinancialReview2013/5/27)

収入約1.1億ﾕｰﾛ（詳細不明）。ConsortiumStadedeFranceは

スタッド・ド・フランス（仏・サンドニ）

(株主：Bouygues社33％、VINCI社67％）、期間30年のｺﾝｾｯｼｮﾝ

ソウルオリンピックスタジアム（韓国・ソウル）

建設費:約3.9億ﾕｰﾛ（政府が52％、VINCI社とBouygues社が建設費:約463億ｳｫﾝ

（建設費Multiplex（建設主体）5.8億豪ﾄﾞﾙ、NSW州政府1.3億豪ﾄﾞﾙ）

（出典:平成20年度文部科学省調査業務報告書、State de FranceHP等を基に作成）

（出典:平成20年度文部科学省調査業務報告書、平成24年度JSC （出典:ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙｽﾎﾟｰﾂﾊﾌﾞHPを基に作成）

支出約11百万ﾎﾟﾝﾄﾞ

ﾐｭｰｼﾞｱﾑを併設

収入は非公開

エミレーツ・スタジアム（英・ロンドン）

　調査業務報告書等を基に作成）

シンガポールナショナルスタジアム（シンガポール）

支出約5.5百万ﾎﾟﾝﾄﾞ

蚕室総合運動場全体（約400,000㎡）で約1,025億ｳｫﾝ

周辺にｲﾝﾄﾞｱｽﾀｼﾞｱﾑ､ｱﾘｰﾅ､ｱｸｱﾃｨｯｸｽｾﾝﾀｰ､ｳｫｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ配置

Sports Hub Pte Ltd.　(InfraRed Capital Partners/Dragages
Singapore/DTZ Facilities & Engineering Limited/Global Spectrum Asia等
で資本構成）

総工費：約4.5億ﾎﾟﾝﾄﾞ（ｽﾀｼﾞｱﾑ建設費1.8億ポンド、土地取得等2.7億ﾎﾟﾝﾄﾞ）

（銀行融資2.6億ﾎﾟﾝﾄﾞ、旧ｽﾀｼﾞｱﾑ用地売却益、現ｽﾀｼﾞｱﾑ周辺ｱﾊﾟｰﾄ販売等）

ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂ：約9,200万ポンド（ｽﾀｼﾞｱﾑ15年契約、ﾕﾆﾌｫｰﾑ10年契約）

￡148.8m2010CSR settlement plus income generated on the Park through land sales and 

Profits from venues)

（出典:平成20年度文部科学省調査業務報告書等を基に作成） （出典:平成24年度JSC調査業務報告書等を基に作成）

ウェンブリー・スタジアム（英・ロンドン） トゥイッケナム・スタジアム（英・ロンドン）

建設費：約7.7億ﾎﾟﾝﾄﾞ（政府等1.4億ﾎﾟﾝﾄﾞ、銀行融資4.3億ﾎﾟﾝﾄﾞ　

収入約120百万ﾎﾟﾝﾄﾞ（ｽﾎﾟﾝｻｰ90百万ﾎﾟﾝﾄﾞ、その他30百万ﾎﾟﾝﾄﾞ）

ﾐｭｰｼﾞｱﾑ、ﾎﾃﾙを併設

2015年ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ会場

Arsenal Football Club

（出典:ｿｳﾙ市HP、ｿｳﾙｲｰﾗﾝﾄﾞFCHP等を基に作成）

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ（KALLANG WAVE）も併設

no-guchi
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